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1930年代における作文教育実践＜4＞
牧戸　　章
石ま　じめ古こ
本稿では、1930年代における作文教育実践の記録として、東京市で行われた研究会での
指導案を取り上げる。この研究会は、東京市教育研究会綴方部長会と東京市四谷区教育研
究会綴方部によって主催されたものである。四谷区内の小学校に勤務する3人の教師（岡
野博、水野静雄、松江隆信）が並行して授業を行い、その後に五味義武視学官の授業、講
話が行われたようである。五味視学官の授業の後には、「費表・批評」という事項が30
分設定されているようだが、その内容は不明である。この指導案には、五味視学官の指導
案を除く3人の授業者のものが掲げられている。また、その後の「費表・批評」「講話」
の資料は付されていない。
昭和十四年七月四日（火）
於　東京市四谷第三小撃校
綴方研究会撃習指導案
主催　東京市教育研究会親方部長会
東京市四谷匡教育研究会綴方部
講演ト　箕地授業
－、賓地指導
1　午前一〇・一五一一〝一一・〇〇
二　年　　　　四谷第五小筆校訓導
三　年　　　　四谷第三小撃校訓導
五　年　　　　四谷第七小筆校訓導
2　午前一一・一五一一〝一二・〇〇
六　年　　　　東　京　市　視　単
二、費表・批評　（午後一・〇〇一一一・三〇）
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三、講　　　話　（午後一・三〇一一四・〇〇）
東京市児童綴方指導精神　　　　　　　　　五　味　義　武
東京 敬文社　納
電話　大塚　二四三番
板橋　二一八番
尋常科第二単年綴方指導案
指導者　四谷第五小筆校訓導　岡野　博
一、題　材　花　火　（標準文集　尋二、一三　杉浦　廣）
二、日　的　経験を具象的に叙寓させることの指導
文例「花火」を鑑賞することによって、事象をこまかにありのまゝに叙寓す
れば生き生きした文になることを悟らせ、その態度を培ふ。
三、指導観　1、取材上から見たこの期の児童の特色は、自己中心的であることである。
即ち経験したこと、乃至は身達の事物に取材することである。この組の六
月十六日作品によってそれを示せば、
a、経験から　あそんだこと…・四五
行ったこと
b、人物事物　赤ちゃん　　……六
オーム
おとうさん
といふことになる。この点からみて、この文例「花火」は最も相應した材
料となる。
取材の接充から云へば、（b）を開拓すべきであるが、この場合に於ては、
特にそれ以前の指導に必要性を認めてゐるのである。
2、次に表現上から見た特点は、順序退ふて叙述するといふことである。始
めから終りまで順序にしたがって寓して行くのである。そこでともすると、
筋のみに終ることが多い。行動は丹念に書けるが、見たことは書けぬ。や
うすを寓すことは出来ぬといふ時期である。そこで精細な目と心をみひら
かせて叙渇させる必要性が生ずるのである。
3、「ありのまゝに細かに叙寓する」といふことは作品の具象化の第一歩で
ある。細かに叙寓されたといふのは経験事象がそのまゝに再生されたの詞
である。結局印象的なものゝ再現といふことになるから、如何に心をはた
らかせてゐたかの問題になる。よくみ、よくきゝ、よく考へることが具象
化の根本問題になり、そこに指導が計劃されるのである。
4、この「花火」の文には、文を一貫する心の動きがみられない。底に埋も
れてはゐるが、表面に出てこない。そこに不足感はあるが、この時期には
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得てしてかうしたものである。一つ一つの羅列であるが、そこに、よくみ、
よくきゝした態度が覗はれ具象化への前進を示してゐる。
5、文の内容は、「ゆふ方おともだちと一しょに花火をあげて遊んだ」こと
である。
①　でんき花火　　　　　　　　　　　　　　　　おともだちは
②　まはる花火　　五種類の花火を上げた　　　　こうちゃん
③　大はう　　　　服に書いたもの　　　　　　　　ひろちゃん　　である。
④　大づゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひでをちゃん
⑤　すゐらい
それに加へて
⑥　花火に封する感想が述べられてゐるのは面白い。
6、「ありのまゝに叙寓」されてゐる点を考察すれば
①　言葉
「こんどはまはるのをやろう。」……………………ぼく
「きれいだなあ。」………………………………みんな
「どうしたのだらう。」…………………………‥ぼく
「みなさん、でんきをけして下さい。」………………ぼく
「こんどは大づゝにしようよ。」……………………こうちゃん
「すて書、すてき。」……………………………・みんな
「玉や－い。」…………………………………・みんな
「すゐらいはあぶないから、ぼくが火をつけてやらう。」‥ひろちゃん
「すゐらいはしゅうっと、あとからおひかけて来て、あし
の所ではれつするから、おもしろいね。」…………‥ひろちゃん
「大づつか一ばんきれいでよかったね。」……………・みんな
言ったことを書くことは、やうすを葛すのに大切なことである。これだ
けの会話だけでも十分花火の状景を思ひうかべることが出来る。
②　観察・措寓
「でんき花火に火をつけると、ぱっぱっときいろいいろが出て、ひるの
やうにあかるくなりました。」
「みんなきいろいかはで、わらってゐます。」
「風車のやうにくるくるまはって、やなぎが出ました。」
「えんまくはもうおしまひです。うっかりしてゐる所へ『どん』と大き
な音がしたので、みんな笑ってしまひました。」
「ぼくたちはにげだしました。みんなあわてたので……」
のあたり、いゝ表現をしてゐる。
7、指導にあたっては
○　順序よくかゝれてゐること
○　よくみてその通りにこまかにかゝれたこと
O　「ことば」を入れたこと
などをとりあげ、それを具体的に文に即して示すことである。それはやが
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て客観事物に射して取材し、具象化する場合の伏線ともなるのである。
四、指導過程1、題材提出　　花火（標準文集使用）
2、日的指示　「花火」の綴方のおけいこをしませう。
3、生活経験の発表
4、作品の理解
○　自由漬、並に指名韻、
○　何をかいたのですか、　「おともだちと花火をして遊んだこと。」
○　出てくる者は　「ぼく、ひろちゃん、ひでちゃん、ひでをちゃん、」
○　どんな花火を上げたのですか、
でんき花火、まはる花火、大はう、大づゝ、すゐらい、
○　どんなに書いてあるか、叙述に即して構想を明かにする。
①　おかあさんに花火をかつてもらって、夕方おともだちと上げました。
???????????
（書きはじめ）
でんき花火
まはる花火
大はう 花火あそび
大づゝ
すゐらい
をはったあとのこと（むすび）
この綴方では何を書かうとしたのですか。
「花火をしておもしろかったこと」
主憩の明確でないこの文からつかみとることは困難であらうが、そう
したにはひをかぐ程度でいゝ。
5、作品の味讃
〇　日にみえるやうにうまくかけてゐるところはどこですか。
6、作品の考察
○　どうしてこんなに上手にかけたのですか。
7、指　導
①　順序は………………じゆんじよよくかくこと
②　よくみたところは……‥よくみること
③　ことばは……………・よくきくこと
○　どんなにかけばよいのか、
よくみたこと
よくきいたこと　よくおぼえてゐて、その通りにこまかに順序よくかく。
よく考へたこと
8、反　省
○　今までの自分の超方はどうであったか、
六月十六日作品朗讃‥‥‥
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○　これからどんなところに気をつけるか、
9、朗　讃
尋　常　科第三撃　年綴　方指導案
指導者　四谷第三小撃校訓導　水野　静雄
一、題　材　嘗　番（標準文集　三年　二五）
二、日　的　精細に鍍寓する表現の指導
精細に観察して、これをありのまゝに鍍渇することは、文を書く上に大切鉄
くべからざることである。その態度を養ひ、併せて主観化の初歩的なものを
示唆する。
三、指導観1、精細な叙寓は、先づ封象を精細に捉へることが第－である。精細といって
も単なる細かさではない。封象を動いてゐる姿において観るのである。具体
の姿において観るのである。その内に動く精神をまでみるのである。さうし
て始めて物を精細に観たと言へよう。この精神作業なくして物を精細に具象
化して鍍渇することは絶封に出来ない。
2、従ってこゝでは、主観の働きが重視せられなくてはならない。勿論観察が
最大条件ではあらうけれど、主観の作用なくして、内に働く精神まで捉へる
ことは出来ない。単なる観察のみで具象的表現が出来るものではない。要す
るに、文を書く仕事といふものは精神の作業である。主観の放つ光苦である。
文を綴る高い目的も低い目的も（語弊はあるが人生的な目的も費用的な目的
もである）要するにこゝにある。
3、かうした立場で、古い機械的に、題材「嘗番」を律しようといふのではな
い。が、こゝにはそこへ行く示唆が含まれてゐる、さう見てよかろう。
4、まづ精細な観察がある。これは、比較的薬園的と言ってよい。一つの行動
を描いてゐる。そして、その行動を再現的機構で描いてゐるのであるが、そ
の掴み方が相嘗克明である。精細である。具体的である。
5、こゝには主観が働いてゐる。作者は級長といふ自分の立場から自然さうな
ったのであらうが、内省的である。意欲的である。従って生活感情がにじん
でゐるといへる作品である。
6、行動を寓す場合ともすれば誠につまらぬ行動の再現にをはってしまふのが
一般の傾向である。行動にずしずLとのしかゝられて息がつまりさうな表現
になってしまふ。こゝには心の働く、ちりばかりの余地もない。つまらぬリ
アリズムである。書いて一文の得もない仕事である。
さういふところに堕入ってはならぬ。早く抜け出なくてはならぬ。
7、そして、頭の働いてゐる心の動いてゐる。さきの言葉で言へば主観の放つ
光菅を見せるやうな文にゆかなくてほならぬ。
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8、文を三つに分けることが出来よう。
（訂　嘗番に封する心持
②　その日の朝のこと
③　嘗番をしてゐる様子
イ　はじめる、役割
口　机をはこびはく
一運ぶ人、はく人、一、二組
一古川君のこと、多門君のこと
自分のこと、先生のこと
ハ　ざふきんがけ　　　一他の組のこと、自分のこと、池上君のこと
こ　終わって見てもらふ－後に並ぶ、こくばんふきのこと、
僕たちもかへる。
9、主観の働いてゐるところ
①と②がさうである。嘗番に封する横へが出来てゐる。積極的である。これ
は始めて嘗番をやる三年生らしい生活でもある。堀君のところで「気持ちが
わるくてやすみます」といふあたりは、をはさんの言葉をそのまゝかりてゐ
ながら、しかも作者の心得の見ごとに出てゐるところである。
10、ありのまゝこまかに書いてゐるところ、
掃除の様子がさうである。集園の働きが個々によく表現されてゐる。これを
描くことは、内容がごたごたと複雑であることから、相富むづかしい。つま
らぬ説明になり易いところである。それをこの作者は相嘗情景で描いてゐる。
「水道のねぢをひねって、水をじゃあじゃあ出しながら、へやの方を見てゐ
た。」といふあたりは、平凡に見えて凡手では出来ないところである。個的
なものが全体につながってゐるところである。この作者は常にさうした態度
でゐる。それが複雑なこの内容を描きながら、混乱に墜入らず、バラバラに
ならなかった原因かも知れない。これは表現だけの問題でなく生活の問題で
ある。心横へのよさがそのまゝ文のよさとなったのである。主親の光菅であ
る。
11、尚こゝで、日常的な生活の中で、かうした意味のある取材をするといふ、
取材の指導もしよう。
四、指導過程　1、日的指示
○今日はこの「嘗番」といふ文について綴方のおけいこをしませう。
この文は、どんなに書いてあるか。
．どこが上手な所か。又「綴方を上手にかくには「どういふことが大
切であるか」をよく調べませう
2、内容の理解
ィ、自由漬、指名讃　讃んで内容の理解をはかる（素材的）
ロ、費表
○大要を問答する。何でも解ったことを話してごらん。
三年生になってお掃除するやうになったこと。待ってゐる気持。
お掃除の時の様子。先生にはめられた、等々
○感想の発表
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うまいところがあったか。どんなに思ひましたか。
自分たちのお掃除とくらぺてどうですか。
ハ、内容の吟味
○どんなことが書いてあるか、よく調べませう。
1、三年になってから嘗番、火曜日、すきだ、待ってゐる。
2、火曜日の朝、嘗番長の堀君はお休み、ぐあひがわるい。
3、じゆげふがすむ。みんなかへしてから、はじめる。
イ　どけるやく
ロ　はくやく－古川君、ごみがのこる。
多門君　「あっいけね」
先生　　　はき方ををLへる
ハ　ざふきんかけをする
外の組
先生がざふきんを持って来て下さる。
僕たち　一組をふいて－バケツの水をとりかへる。
水道のねぢをひねって、みずをじやじや出しながら－
池上君　しぼってゐた。
ぼく　　ゆすぐ、みんなふく、つくゑをならべる。
ニ　をはって後に並ぶ。
「こくばんふきをこくばんへおきなさい」……ふきなさい、
「ごくろうさま」　　　　　　　　　　　　　　－かへつた。
二、主憩の考察
どういふことを書いたのですか。
嘗番をしたこと、普番をしてたのしかったこと。
嘗番がすきで、よろこんで嘗番やったやうす。
3、玩味感得
ィ、嘗番の様子をかいたところ
○嘗番の様子をかいたところはどこですか。
どんなにかいてありますか。－精細なる具象的表現鍍寓。
ロ、観察の指導
○どうすればこんなに細かくかけますか。－精細なる観察
具象的観察
ハ、心情の想察
○この文で、様子をかいたところ以外で大切なところはどこですか。
一昔番に封する心持。
嘗番がすきだ。
頭を働かして嘗番をやってゐる。
こ、主観化
○色々心に恩ひ考へること
○頑をはたらかせた文
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○すゝんでやる生活、はたらく生活（取材的にも）
4、文語－これは（これまでの過程の中に含ませもするが）尚
ィ、表現指導
かき表はし方でうまいところはどこか。
会　話
様子のかき方
細かく　ありのまゝに　心持も共にかくこと。
5、味　読　　一回
尋常科第五単年綴　方指導案
指導者　四谷第七小筆校訓導　　松　江　隆　信
一、題　材　大美野さん（標準文集　尋五　一二　堤　妙子）
二、日　的　社会的事象を取材し表現する指導
兄童生活も社会構成の一要素であり、現寮生活は児童生活を制約もし、又伸
展成長せしめてゐるもので、互に交渉し推移てゐるものであるから、此の具
象的な生活体から取材し表現せしめて、取材の多方面化、社会化並びに生活
の内省費展化を企囲したい。
三、指導観　1、撃年的発展段階として単なる自己中心の生活経験の再現的記述だけでは
飽足らなく、物の観方も一段と深く且つ有意的に洞察力も批判力もその範
園が拡大されて来てゐる時期であるから、社会生活、社会機構あらゆる有
機体に向って自覚的に働きかけさせ、自己を観、他を眺めて正しき認識と
批判力を持ち、現質生活に能動的に働きかける力強い意欲を把持するとこ
ろ迄に指導は高められて行かねばならない。
2、然しかうした社会的事象取材指導の態度は最初の試であると思はれるか
ら、初めから大きな要求を持たないで先づ此の文章程度に社会観察の精細
さと求知的態度の要求で充分と考へねばなるまい。
3、此の文章は近所に越して来た大美野といふ餅菓子屋さんの開店により、
どんなに要れるだらうかといふプロセスを描き出したもので、最初に社会
事象に関心を梯ひ、
4、それに鋭い観察眼を投じ、その底に流動する心意を掴んで記述していっ
たもので、構想の巧さ、精略叙の手法も又相嘗なものである。
5、次に構想並びに叙述について吟味するならば
イ　前あった雑貨屋さんと今度越して来た餅菓子屋さんを比較封照させて
小さい女の子が、「ちゃうだいな。」と一一鏡持って行ってもはずかし
くない位といひ。「あそこへは十鏡位も持って行かれないわね。」
といった筆致は並々ではない。よい観察と関心の排ひやうである。
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ロ　「菓子、煙草、食料品店、本日開店」「大美野」
「………・大美野っていふのかしら。」
は精細な観察と関心の沸ひやうであり、
「どんな要れ工合か見て来てごらんなさい。」と、おっしゃるので出
かけたが。
は母の関心と言葉で、行動したらしくとれるが、自己の関心と見に行き
たい意志とがあるところへ、積極的な意志づけをされただけのことであ
る。かうしたところは全く自己の意志によって行動した方が良いのであ
ることを了解させる。
「でも何も男はないで店の前に立ってじろじろ見てゐるのはづかしいわ。」
では、余りに横極的に関心を持ちすぎはしなかったかと内省観に立ち、
母までが余りに関心しすぎたことに気づいて黙ってしまったといふ、観
察もすぐれてゐる。
ハ　ふと看板を見ると、筆太に、「七月一日二日は、そのお買上に相普す
る品を差上げます。」
もよき関心と観察の態度である。
「それはお買上の一割に。でせう。」「それでは十銭男へば一銭、一円
十銭にあたるものをくれるわけね。」
と母と宣樽に封する会話を挿入した鮎もよく、大人の功利的な判断によ
って直ちに納得するところは此の子供の素直な性格が感得出来てよいが、
看板を正しく観察して来てあれば、今少し母の言葉に疑念があっても然
るべきではないかと思ふ。一求知的態度の要求－
ニ　あの宣侍がきいて、どんなに責れるだらうと店の前にいった。
は積極的な行動として示揚すべきところ、
一向人だかりがなくて、ひっそりとした店先の煙草責場の方に、頭の
はげたをぢさんらしい人が、ボンヤリ外を眺めてゐた。
は、精細な観察描駕である。
時々傘をさして通る人は、この看板を見ようともせず、急ぎ足に通り
すぎてしまふ。
は、通行人の関心の程度を察知しようとする、観察の態度で、繁忙な都
市生活は、この新しい店舗に皆無関心である。こゝに都市の特異性が窺
はれる。
「誰れか男はないかなあ。」
の心持の描寓は此の新しい商店に封する態や特責の模様を観察したかっ
たのであらう。
奥からをばさんらしい背の高い女の人が出て来て、一言一言、をぢさ
んに耳うちすると、又入ってしまった。
この観察と情景措寓によって、より淋しい店先のやうすが感得出来、
看板ははげしい雨に打たれて、大きい字もにじんで見えない。
で、より一層淋しい店舗の情景が高まってくる。これは鋭い観察のしよ
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うであり、巧みな表現である。
ホ　どうも大美野の看板が目にちらついた。「ずゐぶん、よい名なのに－」
は大美野の高貴不振の様子に疑念を梯ってゐる心情を描いたもので、良
い表現ではあるが、今少し賓行不振に封する洞察力と、求知力がほしい
と思はれる。
此の頃は少しづゝ知る人も出来たらしく、前より活気づいて店番のを
ぢさんの顔も明るい。
この巧みな観察描寓、略叙的手法によって結んだことで、開店昔時とい
ふものは兎角不振なものであるといふことを作者自ら洞察し認識してゐ
るので、一應はこれで良いのであるが、より高い能動精神を啓培するに
はかうしたところも指摘しておく必要があると考へられる。
6、
前、雑貨屋さん　小さい女の子が「ちゃうだいな」と一鏡
もっていってもはづかしくない位
（関心・観察）
今度　　　　　　「あそこへは十鏡位も持ってゆかれないわね。」
餅菓子屋さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・会話）
本日開店
大美野
紙切に「某子、煙草、食料品、本日開店」　　（観察）
「今度来たお店は、大美野って言ふのかしら。」（関心・会話）
「どんな責工合か見て来てごらんなさい。」　（関心・含話）
でも何も男はないで……はづかしいわ。」　（関心・心持）
だまって笑ってしまった。　　　　　　　　　（観察）
七月一日二日
特賓宣侍
「お買上に相嘗する品を差上げます。」　　　（観察）
「それは、お買上の一割にでせう。」　　　　（関心・会話）
「それでは十鏡男へば一銭、一円男へば十鏡‥」（関心）
貴れ工合 何だか気になって傘をさしてお店‥‥
せんでんがさいてどんなに責れるだらう。
一向人だかりがなくて…・頭のはげたをぢさん
らしい人が、ボンヤリ‥‥
ウヰンドをのぞくと……色々の菓子
通る人は看板を見ようともせず
「誰か男はないかなあ。」
をばさんがをぢさんに耳うち
看板は雨に打たれて、大きな字もにじんで
見えない。
一122　－
（関心・行動）
（関心・心持）
（観察）
（観察）
（観察）
（心持）
（観察）
（観察）
看板が目にちら　看板が…・「ずゐぶんよい名なのに－」　　　（関心・心持）
つく
活気づいた　　　知る人も出来たらしく　　　　　　　　　　　　（想像）
活気づいて、をぢさんの顔も明るい。　　　　（観察）
四、指導過程　1、日的指示
○今日は堤さんの「大美野さん」の文について調べませう。
2、自由讃並びに指名演一内容理解を困る
○どういふことがかいてあるか。
○どういふところがうまくかけてゐるか。
○この文を読んでどんなに思ったか……‥指示する。
3、事象の理解昏表
○どういふことがかいてあるか。
餅菓子屋さんの開店、大美野のせんでん、なかなか責れない。
○どんなじゆんじよかしらべよう。
前の雑貨屋さん
今度は餅菓子屋さん
本臼開店の廣告　「大美野」
特責宣侍
看板が目にちらつく
此の頃は活気づいた
4、主憩の吟味
○今調べたところからどんなことがわかるか。
開店嘗時は大宣侍をやっても仲々要れないものだ。
5、表現の吟味
○その開店のやうすや、宣侍のやうす、薫れない様子を、どう書き表は
してゐるか。
○先づ店の様子は。
○宣侍については。
○覚れない店のようすについては。
○その他上手にかけてゐるところは。　　　　（指導戟参照）
6、文話による表現並びに取材指導
○こんなに上手にかけてゐるのはどういふわけか。
○みなさんの今迄の文とどういふところがちがってゐるか。－考察させる
世の中の出来ごとに封してかいてある。
それについてよく注意し、観察してかいてある。
○今までのみなさんの綴方は、自分の身のまはりのしたこと、みたこと、
やったことであったが、これからはこの文のやうに自分のことより磨
く時には自分の事を切り離して世の中の出来事を捉へてかく事が大切
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である。
○そして世の中の出来事をかくには、観察が何よりの土合で、大切であ
るが、自分の心に止まった出来事に封しては、自分から進んで出かけ
ていって観察しようとする行や、観察すると同時に、何故だらう、ど
うしてかうなるのだらうと頭を働かせたり、又その時々の心持を上手
に捉へて寓し出してゆくことが大切である。といふことを、文に即し
て鋭く。
7、味　讃
8、参考文の吟味並びに印象批評
「光江ちゃんの二番目の兄さん」
（以　上）
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おわ　り　古こ
当時、このような国語・綴方についての研究会・講習会は盛んに行われていたようであ
る。継続的に資料を収集し、蓄積していくと共にその位置を検討していきたい。
－124、
